
【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
     

  

 
  

   

 

 

  

                                                                 

   

  

  

  
   

     

      
    

0

2

4

6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

伝染性紅斑発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和5年

令和6年

新型コロナウイルス感染症発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0

5

10

15

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和4年
令和5年
令和6年

手足口病発生状況

人
（
定
点
当
た
り
）

週

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定
点
当
た
り
報
告
数
（
人
）

週

令和2年
令和3年
令和4年
令和5年
令和6年

 川崎市における令和６年第４０週（９月３０日～１０月６日）のインフルエ

ンザの定点当たり報告数は１．２８人となり、流行開始の目安である定点当た

り１．００人を超えました。区別では、宮前区が定点当たり３．７０人と最も

多く、次いで川崎区が１．７５人となっています。また、第４０週は宮前区の

小学校においてインフルエンザによる学級閉鎖の報告もありました。 

感染を広げないために、手洗いなどの基本的な予防対策を徹底するととも

に、咳エチケットも心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第４０週報告数第１位 インフルエンザの流行期に入りました！ 

令和６年９月３０日（月）～令和６年１０月６日（日）〔令和６年第４０週〕の感染症発生状況 

第４０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）伝染性紅斑でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．８６人と前週（９．８４人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．２６人と前週（３．４３人）から横ばいでした。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．６５人と前週（１．５９人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第４０週報告数第３位 

第４０週報告数第２位 
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川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和６年第４０週） 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

【感染経路】 
 飛沫感染、接触感染 
【潜伏期間】 
 １～３日間 
【主な症状】 
 発熱（通常３８℃以上）、頭痛、関節痛、 
筋肉痛、全身倦怠感等 

【予防対策】 
・ワクチン接種 
・マスクの着用 
・十分な換気 
・手洗いの徹底、手指消毒 
・適度な湿度の保持 
・人混みや繁華街への外出を控える。 
・十分な休養とバランスのとれた食事 

インフルエンザとは？ 

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ） 
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